
集団宿泊学習（５年生）

霧島市立牧之原小学校 学校だより 令和７年７月１日発行

梅雨が明け、夏の陽射しがまぶしく感じられる季節となり、子どもたちは
日々の学びや体験を通して心身ともに大きく成長しています。家庭での「が 天気が心配される梅雨時期の活動でしたが，子供達の思いが通じたのか雨が上がり実りあ
んばってるね」「すごいね」「あなたの頑張り、ちゃんと見てるよ」「いつも応 る活動ができました。木々を見ながら自然の中を散策したグリーンアドベンチャー。友達と作った
援してるよ」といった温かい言葉が、子どもたちの自信や挑戦する意欲を 最高に美味しいカレーライス。「できるだけ高く」とのぼったスポーツクライミング。あっという間の
育み、安心感と笑顔につながっています。３年生は牧之原認定こども園と ２日間， 友達や先生と多くの活動を楽しみました。

の交流を通して、年下の子どもたちに優しく接する姿が見られ、思いやり 認知症サポーター研修（６年生）
や伝える力を育みました。園児たちの笑顔に触れながら、相手の気持ちを
考える大切さを学ぶ貴重な時間となりました。５年生は集団宿泊学習で、
友だちと協力しながら活動する中で責任感や仲間との絆を深め、カレー作りやラダーゲームやモ
ルックでは心をひとつにし、忘れられない思い出を作りました。また、和牛少年団では地元の畜産
農家の方々とふれあいながら、牛の世話や命の重み、食への感謝を実感し、地域の産業への理
解を深めています。６年生は認知症サポーター研修を受け、地域の高齢者を支える心構えや福
祉への理解を深める貴重な機会となりました。さまざまな体験活動や高齢者との触れ合いの姿
から、優しさと責任感が育まれていることが感じられました。こうした様々な活動の中で、先生や
友だち、家族から「よくがんばったね」「すてきだったよ」「あなたの成長がうれしいよ」「みんなが 総合的な学習の時間で高齢化社会について考える６年生。２日に分けて行われた認知症サポ
君を応援してるよ」と認められることで、子どもたちの笑顔が輝き、小さな努力も誰かに見てもら ーター研修，１日目は「カクイックスウィング」の皆様のご協力を得て車椅子や電動ベッドの体験
えることで大きな力となり、これからも子どもたちの頑張りを温かく見守り、たくさんの「認める言 や高齢者疑似体験。２日目は，高齢者の方との交流。「リハケアガーデン国分」の皆様のご協力
葉」を届けていきたいと思います。 を頂き，雑巾の縫い方を教えてもらったり出来上がった雑巾で一緒に掃除をしたりしました。活

動を通して「これから困っている人がいたら声をかけられる人になりたい」と感想が聞かれるな
どそれぞれに感じることがあったようです。素晴らしい機会を提供してくださったスタッフの皆様，
この学習を企画運営してくださった加治屋様ありがとうございました。

７月 22 日から始まる「水難事故防止運動強調週間」に合わせて、川や 和牛少年隊（５年生）
海などでの水の事故を防ぐための意識を高めることが大切です。夏 休み
は楽しい思い出を作る絶好の機会ですが、自然の中には危険も潜んでい
ます。水辺では「一人で遊ばない」「深い場所に近づかない」「ライフジャ
ケットを着用する」など、安全に過ごすための約束を守りましょう。また、交
通事故や熱中症などの病気にも注意が必要です。外出時には帽子をかぶ
り、水分をこまめにとること、交通ルールを守ることが命を守る行動につな
がります。保護者の皆様には、日々の声かけや見守りを通して、子どもたち
の安全を支えていただき感謝申し上げます。夏休み中も、子どもたちが 今年で 31 年目の活動を迎える和牛少年隊の活動。牛
「気をつけてね」「無理しないでね」「元気に帰ってきてね」といった温かい の餌やりや鼻紋採取等の畜産体験を行いました。牛に触

言葉に励まされながら、安心して過ごせるよう願っています。そして、出校日や２学期の始業式には、元 れ，畜産農家の方が大切に牛を育てていることを知った子
気な笑顔で登校する子どもたちの姿が見られることを楽しみにしています。夏の経験が、子どもたち 供達。この学習を通して牧之原のよさも発見することでし
の成長につながるよう、学校と家庭、地域が一体となって見守っていきましょう。 ょう。これから畜産農家の仕事や流通の仕組みについて

校長 野元 幸生 学びを深め，２月には学んだことを劇にして発表します。

【８月の行事予定】
１日（金）出校日
４日（月）家庭教育学級（絵画）
６日（水）家庭教育学級（作文）

21日（木）出校日

水泳参観・学級 PTA のお知らせ
７月２日（水）※荒天時水泳参観
中止の場合， LINE スクールで連絡
２校時 ５・６年
３校時 ３・４年
５校時 １・２年
荒天時の場合も PTA は７月２日に実施


